
〜 地域で学び、活動する皆さんを応援します 〜
北秋田市教育委員会

■公民館活動
■生涯学習
■文化振興
■学校
■スポーツ
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日
時　
２
月
8
日（
土
） 

10
時
〜

会
場　
伊
勢
堂
岱
縄
文
館

講
師　
縄
文
館
名
誉
館
長 

冨
樫
泰
時 

氏

参
加
費　
無
料（
先
着
50
人
）

日
時　
2
月
10
日（
月
） 

13
時
30
分
〜

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
生
涯
学
習
課
長 

長
岐
孝
生 

氏

※
申
込
不
要・参
加
無
料

日
時　
２
月
11
日（
火
） 

10
時
30
分
〜

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
調
理
室

講
師　
加
藤
由
美
子
さ
ん

対
象　
県
北
地
区
の
高
校
生

定
員　
13
人（
参
加
費
無
料
）

持
物　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾・お
弁
当
箱

申
込
方
法　
氏
名
、学
校
名
、学
年
、電
話

番
号
を
メ
ー
ル
で
２
月
９
日（
日
）ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

✉akita.m
iraizem

i@
gm
ail.com

日
時　
２
月
12
日（
火
） 

10
時
〜

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム「
に
こ
っ
と
」

※
申
込
不
要・参
加
無
料

　
和
食
の
基
本「
赤
飯
」「
即
席
漬
け
」等
を

作
り
ま
す
。

日
時　
２
月
27
日（
木
） 

10
時
〜

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
佐
藤
篤
子
さ
ん（
ク
マ
ゲ
ラ
会
）

定
員　
先
着
16
人

参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
代
）

申
込
期
間　
２
月
３
日（
月
）〜
20
日（
木
）

　
景
観
等
の
保
全
・
形
成
の
た
め「
景
観

法
」に
基
づ
い
た
対
象
地
域
、景
観
形
成
に

関
す
る
方
針
、基
準
等
を
定
め
る「
北
秋
田

市
景
観
計
画
」作
成
の
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
２
月
10
日（
月
）〜
３
月
10
日（
火
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
未
来
に

向
け
て
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？

　
国
指
定
史
跡
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
ガ

イ
ド
や
活
用
、
情
報
発
信
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
９
年
に
「
文
化
遺
跡

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
結
成

し
ま
し
た
。
当
時
、
鷹
巣
町
に
は
様
々

な
分
野
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活

動
が
盛
ん
で
し
た
が
、
現
在
で
も
活
動

し
て
い
る
の
は
、
本
会
の
み
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
会
の
名
称
変
更
や

運
営
体
制
を
整
え
、
現
在
に
至
り
ま
す
。 　

主
に
土
日
祝
日
に
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の

ガ
イ
ド
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
で
こ

そ
展
示
施
設
の
「
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
」

が
あ
り
、
拠
点
に
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
開
館
す
る
前
は
遺
跡
に
設
置
し

た
プ
レ
ハ
ブ
で
来
訪
者
を
待
っ
て
、
ガ

イ
ド
を
し
て
い
ま
し
た
。
遺
跡
内
な
の

で
電
気
や
水
道
も
な
く
、
真
夏
は
非
常

に
難
儀
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
良
い
思
い
出
で
す
。

　
20
年
以
上
も
活
動
し
て
い
る
遺
跡
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
全
国
で
も
少

な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
も

あ
っ
て
、
平
成
30
年
に
は
秋
田
県
特
別

表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

様
々
な
方
の
お
か
げ
で
受
賞
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
本
会
を

ど
の
よ
う
な
形
で
後
世
に
繋
げ
て
い
く

か
も
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
平
成
８
年
に
環
状
列
石
が

３
つ
発
見
さ
れ
、
地
域
住
民
や
県
民
が

遺
跡
を
現
地
に
残
し
て
ほ
し
い
と
願
い
、

そ
の
結
果
、
当
時
の
県
知
事
が
道
路
計

画
を
中
止
し
、
遺
跡
を
現
地
保
存
す
る

と
い
う
決
断
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
英

断
が
な
け
れ
ば
、
現
在
の
世
界
遺
産
登

録
推
進
活
動
は
全
く
な
か
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
次
号
に
続
く

⑳

伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

代
表
　
佐
藤
善
寿
さ
ん
（
元
町
）

　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐

３
２
５
９

申
問 森

吉
公
民
館
講
座
「
こ
れ
だ
け
は
マ
ス

タ
ー
し
た
い
！
基
本
の
和
食
レ
シ
ピ
」

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

申
問 「

北
秋
田
市
景
観
計
画
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問 合

川
公
民
館
子
育
て
応
援
塾

「
親
子
で
楽
し
く
♪
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

申
問 伊

勢
堂
岱
縄
文
館
講
座

「
第
２
回
名
誉
館
長
講
座
」
を
開
催

　

 

北
教
育
事
務
所 

☎
62‐

１
２
１
７

申
問 あ

き
た
わ
く
わ
く
未
来
ゼ
ミ
特
別
講
座

新
生
活
準
備　
高
校
生
の
お
弁
当
作
り

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問 第

１
６
４
回
合
川
公
民
館
ろ
ば
た
講
座

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
世

界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て
」

支援から協働へ地域と共にある学校づくり

▲受賞報告をした合川小関係者の皆さん

　「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表
彰を受賞した合川小学校の関係者が、12月13日受
賞報告のため津谷市長を訪れました。
　合川小学校地域学校協働本部は、平成25年に活
動を開始し、地域コーディネーターが学校と地域の
パイプ役となり、双方向の連携・協働がはかられて
きました。平成31年４月には、学校運営協議会が
発足し地域総がかりでの教育が評価されたものです。
　学校運営協議会の関源一会長や合川小学校の木下
隆校長は、地域とのパイプ役として活躍している

～合川小地域学校協働本部に文部科学大臣表彰～

コーディネーターへ感謝を述べるとともに、今後も
地域応援団として地域と学校の結びつきを強めたい
と話していました。

障害者の生涯学習活動の普及・発展に尽力

▲受賞報告をした「ささえ」の関係者の皆さん

　障害者生活支援センター「ささえ」が障害者の生
涯学習支援に大きな成果を挙げたとして、文部科学
大臣表彰を受賞し、12月24日受賞報告のため関係
者が津谷市長を訪れました。
　同センターは、平成19年に開設、県北報公会が
指定管理者として運営し、平成30年度からは障害
者の生涯学習推進事業としてカフェ活動を開始、地
域のイベント等に積極的に参加してきました。
　この日、市役所を訪れた「ささえ」の関係者は「障
害のある人たちの様々な活動を支援してきた。喫茶

～「ささえ」が文部科学大臣表彰を受賞～

活動を通じて、将来お店をもつという目標を持って
いる」と話しました。

校訓は「明るく・楽しく・元気よく」

▲「けいそう土」を使ったろ過実験を見守る

　今回で10回目となる「冬の笑楽校」が１月８日
にふれあいプラザで行われ、北秋田市と上小阿仁村
の小学生36人が参加しました。
　この日は、昭和化学工業㈱から「けいそう土」、
JA葬祭センターから「お葬式」について学んだほか、
上小阿仁村生涯学習奨励員の大城戸ツヤ子さんを講
師に「洋風あげだまこの中華あんかけ」を作ったり、
ニュースポーツ「ボッチャ」「卓球バレー」「スカッ
トボール」を体験しました。
　参加した児童たちは、出荷量日本一の「けいそう

～冬の笑楽校2020×大人と子どものサポートDAY事業～

土」の特性や初めて体験するニュースポーツに歓声
をあげながら、地域と学校の枠を越え交流しました。


